
＜資料１＞　
「平成２２年度　計画の実施状況」　検証結果

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 合計 率 評定 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 合計 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 合計 評定
１　教育研究等の質の向上

（１）　教育 131 131 100% Ａ ▲ 3 3 128 3 131 Ａ 100%

（２）　研究 23 3 26 100% Ａ ▲ 5 5 18 8 26 Ａ 100%

（３）　附属病院 2 55 7 64 97% Ｂ ▲ 1 1 2 54 8 64 Ｂ 97%

（４）　地域貢献 15 1 16 100% Ａ ▲ 1 1 14 2 16 Ａ 100%

（５）　産官学の連携 5 5 100% Ａ ▲ 2 2 3 2 5 Ａ 100%

（６）　国際交流 4 4 100% Ａ 4 4 Ａ 100%

２　業務運営の改善及び効率化

（１）　運営体制の改善 8 8 100% Ａ 8 8 A 100%

（２）　教育研究組織の見直し 2 2 100% Ａ 2 2 A 100%

（３）　人事の適正化 10 10 100% Ａ 10 10 A 100%

（４）　事務等の効率化・合理化 1 1 100% Ａ 1 1 A 100%

３　財務内容の改善

（１）　外部研究資金その他の自己収入の増加 1 3 4 75% Ｃ 1 3 4 Ｃ 75%

（２）  経費の抑制 1 3 4 75% Ｃ 1 3 4 Ｃ 75%

（３）　資産の運用管理の改善 1 1 100% Ａ 1 1 Ａ 100%

４　自己点検・評価及び情報提供

（１）　評価の充実 2 1 3 100% Ａ 2 1 3 A 100%

（２）　情報公開等の推進 5 5 100% Ａ 5 5 A 100%

５　その他業務運営

（１）　施設及び設備の整備・活用等 5 5 100% Ａ 5 5 Ａ 100%

（２）　安全管理 5 5 100% Ａ 5 5 Ａ 100%

（３）　基本的人権の尊重 7 7 100% Ａ 7 7 Ａ 100%

１～５の合計 4 285 12 301 99% ▲ 12 12 4 273 24 301 99%

注）Ⅳ･･･「年度計画を上回って実施している。（特に優れた成績を上げたもの等）」 Ｓ･･･特筆すべき進捗状況にある。（評価委員会が特に認める場合）
Ⅲ･･･「年度計画を十分に実施している。」　　　　 Ａ･･･順調に進んでいる。（進捗状況がすべてⅣ又はⅢ）
Ⅱ･･･「年度計画を十分には実施していない。」 Ｂ･･･概ね順調に進んでいる。（進捗状況のⅣ又はⅢの割合が９割以上）
Ⅰ･･･「年度計画を大幅に下回っている。又は、年度計画を実施していない。」　　 Ｃ･･･やや遅れている。（進捗状況のⅣ又はⅢの割合が９割未満）

Ｄ･･･重大な改善事項がある。（評価委員会が特に認める場合）

Ⅲ及びⅣ
の割合

評価委員会の検証による増減法人の自己評価 検証結果


